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栗
原
市
病
院
事
業
職
員

採
用
試
験（
医
療
技
術
職
）

●
申
込
期
限
　
５
月
22
日（
金
）

●
試
験
日
　
６
月
６
日（
土
）

●
試
験
会
場
　
栗
原
中
央
病
院

●
試
験
の
方
法
　
作
文
、
面
接

●
職
種
・
採
用
人
数

□
薬
剤
師
　
　
　
　
数
人
程
度

□
診
療
放
射
線
技
師
　
数
人
程
度

□
臨
床
検
査
技
師
　
数
人
程
度

□
言
語
聴
覚
士
　
　
数
人
程
度

□
臨
床
工
学
技
士
　
数
人
程
度

□
看
護
師
　
　
　
　
数
人
程
度

※

看
護
師
は
、
市
立
診
療
所
で
勤
務
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
験
資
格

□
当
該
職
種
の
免
許
が
あ
る
人

ま
た
は
、
令
和
９
年
３
月
ま

で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
家

試
験
で
、
当
該
職
種
の
免
許

を
取
得
す
る
見
込
み
の
人

□
昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

●
申
し
込
み
　
試
験
案
内
と
申
込

書
　
は
、
栗
原
中
央
病
院
２
階

の
医
療
管
理
課
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
書
類
を
添
え
て
問

い
合
わ
せ
先
に
持
参
ま
た
は
、

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

試
験
案
内
と
申
込
書
の
郵
送
を
希
望

す
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
採
用
日

　
令
和
９
年
４
月
１
日（
木
）

※

状
況
に
応
じ
て
、
採
用
日
を
前
倒
し

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

奨
学
金
返
還
資
金
貸
付
事
業

　
令
和
９
年
４
月
１
日
か
ら
採
用

す
る
薬
剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
言
語
聴
覚
士
、

臨
床
工
学
技
士
で
、
日
本
学
生
支

援
機
構
な
ど
か
ら
奨
学
金
を
借
り

入
れ
て
い
る
人
は
、
市
の
奨
学
金

返
還
資
金
貸
付
制
度
に
該
当
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
貸
付
制
度
は
、
一
定
期
間

栗
原
市
立
病
院
な
ど
で
正
規
職
員

と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
で
、
貸
付

額
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

　
〒
９
８
７-

２
２
０
５

　
栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目

１
番
地
１
　
☎（
21
）５
６
３
１

令
和
８
年
度
防
火
標

語
決
定

　
市
民
に
広
く
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
る
た
め
、
市
内
の
小
学
５
年

生
を
対
象
に
防
火
標
語
を
募
集
し
、

審
査
の
結
果
、
３
１
８
点
の
中
か

ら
次
の
標
語
が
最
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
標
語
に
は
、
火
災
の
な

い
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、

受
賞
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
今
後
、
こ
の
標
語
を
火

災
予
防
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

●
標
語
　
志
波
姫
小
学
校
５
年

　
三
浦
　
奏
太
さ
ん（
志
波
姫
北
）

　「
火
の
用
心
　
み
ん
な
で
守
る

　
栗
原
市
」

　
消
防
本
部
予
防
課

☎（
22
）１
１
９
２

春
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
日（
金
）は「
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

●
運
動
期
間
　
４
月
６
日（
月
）〜

15
日（
水
）

●
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

交
通
ル
ー
ル
　
守
る
あ
な
た
が

守
ら
れ
る

●
運
動
の
重
点

□
通
学
路
・
生
活
道
路
に
お
け

る
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
確
保

□「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶
や

歩
行
者
優
先
等
の
安
全
運
転

意
識
の
向
上

□
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の

理
解
・
遵
守
の
徹
底

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

若
柳
桜
ま
つ
り

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

●
開
催
期
間
　
４
月
６
日（
月
）〜

12
日（
日
）

　
午
後
６
時
〜
８
時
50
分

若
柳
桜
ま
つ
り

●
日
時
　
４
月
12
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
わ
か
や
な
ぎ
農
産
物
直

売
所
く
り
で
ん
、
く
り
は
ら
田

園
鉄
道
公
園
他

●
内
容
　
物
産
市
、
く
り
で
ん
乗

車
会
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
会

●
く
り
で
ん
乗
車
会

□
日
時
　
４
月
12
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

□
費
用

　
小
学
生
以
上
１
人
3
0
0
円

※

未
就
学
児
無
料

●
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
会

□
日
時
　
４
月
12
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

□
費
用
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

　
く
り
は
ら
北
商
工
会
若
柳
事
務
所

☎（
32
）３
１
０
０

く
り
で
ん
レ
ー
ル
バ

イ
ク
乗
車
会

●
日
時
　
４
月
19
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所
　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

●
内
容
　
往
復
１
・
８
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
廃
線
跡
を
風
を
感
じ
な

が
ら
、
レ
ー
ル
バ
イ
ク
で
走
行

で
き
ま
す
。

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

自
衛
官
等
募
集
事
務
に

係
る
対
象
者
情
報
の
提
供

　
自
衛
隊
で
は
、
対
象
に
な
る
人

に
、
募
集
案
内
な
ど
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
法

令
に
基
づ
き
、
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望

し
な
い
場
合
、
事
前
の
申
し
出
に

よ
り
、
対
象
か
ら
除
外
し
ま
す
。

●
情
報
提
供
内
容
　
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
、
住
所

●
対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
、
平

成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
受
付
期
限
　
５
月
15
日（
金
）

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
　
　
☎（
22
）１
１
２
２

そばと共に味わう歴史と栗原の恵み
　第５回募集で新たに認定した「栗駒山麓のめぐみ」から、そば処もんじ永左エ門の「永左エ門正餐
膳コース」と「田舎十割ミニ天付きそば」を紹介します。

●歴史に残るそばの名産地
　栗駒山麓の自然豊かな環境
は、寒暖の差が大きく、水はけ
が良いなど、そば栽培に適した
条件がそろっています。江戸時
代に書かれた「奥羽観蹟聞老志」
では、栗駒地区文字はそばの名
産地として記されていて、明治
時代から昭和時代初期にかけ
て、そば栽培が盛んな土地でし
た。しかし、時代の流れと共に
主作物がそばから稲へと変わ
り、長く続いたそば文化は次第
に姿を消していきました。
●そば栽培再興を目指して
　この地域で生まれ育った菅原
敏元さんは「蕎麦街道文字」の創
造と、かつてのそば産地の復活
を目指して、令和６年に「そば
処文字永左エ門」を開業しまし
た。この店は、菅原家の初代当
主「永左エ門」が嘉永６年に建て

た古民家を改装したもので、落
ち着いた雰囲気が魅力です。
　地産地消を大切にしている菅
原さんは、栗駒山麓で栽培され
ている野菜や山菜などを天ぷら
で提供していて、今回認定した

「永左エ門正餐膳コース」や「田
舎十割ミニ天付きそば」で味わ
うことができます。
　現在、そば粉は県外産を使用
していますが、将来的には文字
でのそば栽培を再興させ、多く
の人に栗駒地区文字産のそばを
味わってもらいたいと考えてい
ます。

　こだわりのそばと共に、厳選
した四季折々の食材を生かした
味わいが魅力の天ぷらを楽しむ
ことができます。
　築１７０年の古民家で文字地
域の歴史を感じながら、芳醇な
そばと栗駒山麓が育む食材の奥
深さを、ぜひ堪能してください。

　栗駒山麓ジオパークビジターセンターのシアター映像を追
加しました。４月から、これまでの「くりこまやま五十万年
の物語」と併せて、２本立てで上映しています。
　新映像のタイトルは「地球の鼓動の物語」。栗原の自然風景
と人の営みの関係性がダイナミックに表現されています。
　また、２つの映像の合間には、記念写真が撮れるフォトス
ポットが登場します。ぜひ、リニューアルした栗駒山麓ジオ
パークビジターセンターにお越しください。
開館時間　午前９時～午後５時（３月～１１月）
　　　　　午前９時～午後４時（１２月～２月）
※詳しくは、栗駒山麓ジオパークウェブサイトで確認してください。

新シアター映像「地球の鼓動の物語」公開

▲新映像「地球の鼓動の物語」イメージ図

▲永左エ門正餐膳コース（２，５００円）

［写真右］店主の菅原さん▲三浦さん

み   

う
ら         

か
な   

た

そば処もんじ永左エ門
栗原市栗駒文字津花１６
営業日　土～火曜日（冬季休業、予約優先）
営業時間　午前１１時～午後２時
☎（２４）８８１２

せい  さん  ぜん

ほうじゅん

                                                 おう   う   かん  せき もん  ろう   し

                                                                                           すが  わら

とし もと

                       えい    ざ     え   もん

113

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６


